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会話型デｰタ処理一その1!-

GEOCAPSでのデｰタの編集

吉井守正(鉱床部)

MorimasaYOs亘II

1.はじめに

計算機に入力し磁気テｰプなどに保存してあるデｰタ

に対して加除訂正をする必要はしばしば起きる｡こ

のようなデｰタの編集作業カミたやすくできるかどうか

がプログラムの質を決めるひとつの重要な側面と言える･
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第1図

デｰタ編集行程

の流れ図'
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配列名行番号=試料通し番号→

列!2一…一一789

No･$番コ_ド

乃成

1分
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番化学分析値等

号

古

せばよい.したカミってプログラムとしては

!01112動用と削除用の2種類カミあれば間に合う.

列番サ=デｰタ処理の際の適し番片一中
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a)試料の移動

試料の移動はその通し番号の範囲と移動先の通し番

号を指定して行う(第1図)､いま通し番号第Xf番から

第Xt番までの試料を第Xs番へ移動するよう指定すると

これら一連の試料が第叉S番の直前に挿入される形で移

動操作カミ行われる.

このプログラムについて述べよう.前回にご説明し

たとおり試料のソｰトをする場合はデｰタそのものの

移動を行わず別に用意した一次元配列Nに試料の序列

を記入しデｰタ処理はその順序に従って行う.すな

わちデｰタ入力時の試料の通し番号Iと配列Nの内容

との関係は

��

12_`･

Be匝⊃]=二

}“

12･.一一789101112
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第2図試料の移動操作の説明

(･)試料の順序を入れ換える際には配列No$と配列D

には直接手を触れない.

デｰタ入力時には配列Nの列要素にその列番号を

入れる･これは配列No$と配列Dの行番号と対応して

いる.

以下通し番号第8番から第9番までの試料を第12番

の前へ移動させる場合について示す･

(b)配列Nの第8列から第9列の内容を配列Beの第!列

以下に1頂に代入する.

(･)配列Nの第8列から第9列に第10列から第1!列まで

の内容を移動させる.

(d)配列Nの第10列から第11列にできた室席に配列Be

の第1列以下の内容を順に入れる.これで試料の移動

カミ終了する.実例は第4図参照.

GEOCAPS(地球化学デｰタ解析プログラムシステム)で

はデｰタ入力用プログラムにこの機能カミ付けられてお

り試料の追加･訂正とソｰトについては前回にご説明

した(吉井1983b).そこで今回は試料の移動と削除

および成分の追加･削除について順を追って述べよう.

これらの行程の流れ図を第1図に示す.

2.試料の移動と削除

試料に関する編集操作には試料の追加･挿入･移動

･削除の4種カミ考えられる･このうちで試料の追加は

デｰタの入力操作そのものである.試料の挿入はデｰ

タの末尾に追加されたものを移動操作で希望の場所へ移

丨��

となっておりソｰトが行われるとソｰトされた項目の

値の順序に従い試料の通し番号が配列Nに記入される.

ソｰト後の通し番号第I番の試料はデｰタ入力時の通

し番号第N(I)番と対応する.デｰタ処理の際の第I

番のデｰタはこのシステムで用いる配列名で表わすと

試料番号:No$(N(I),1)

コｰド:No$(N(I),2)

数値デｰタ:D(N(I),J)

となる.

この考え方を試料の移動操作でも採用する一これに

よって各試料を単たる一次元配列Nとして取り扱うこと

ができるので考え易いしプログラムも簡単になる.

では通し番号第Xf番から第Xt番までのN･(=Xt-Xf+

!)個の試料を第Xs番へ移動する方法について記す･

ここでXf,Xt,Xsの3者の関係はつぎのとおりと

しよう.

Xf≦Xt<Xs

つまり一連の試料を通し番号の高い方に移す場合につい

て考える一このような移動の手順を第2図に示す.

まず配列Nの第Xf列(すなわち通し番号第Xf番)から第

Xt列までの内容を一次元配列Beに移す･つぎに配列N

の第Xt+1番の内容を第Xf番に移動し以下111頁次

丨�����

の操作を第Xs-1番まで繰り返す･これによって配

列Nの第Xs番の前にN･個の空席ができた･そこへ配

列Beに預けたデｰタを順次記入する.これで移動操
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作は終了する.なお配列Beの規模は35列なので

N･>35の場合は35個ずつに分割して移動操作を繰り返

す.

では試料の通し番号の若い方へ移動するにはどう

すれぱよいだろう.つまり上記の3者が

Xs<Xf≦Xt

という関係になる場合である.ここで賢明な諸氏は

つぎのことに気付かれると思う.すなわちいまご説

明した第Xf番から第Xt番までの試料をそれらより高い

番号にある第Xs番の前へ移動する操作は第Xt+1番

から第Xs-1番までの試料をそれらよりも若い第Xf番

の前へ移動するのと同じである･この点に着目すれば

試料をどちらの方向に移動する場合も同じプログラム

で実行できる｡

移動操作のプログラムを第3図に示す.移動操作に

先立って移動する試料の通し番号範囲と移動先との関係

を判断しXt<Xsならば変数の関係を

��昀

奴��

女��

としもしXs<Xfならば

���

奴�昭�

女���

という関係式によって変数Yf,Yt,Ysの値を定める･

これで移動方向に関係なく同じ手続きで操作ができる.

試料移動の実例を第4図に示す･図の上段はデｰタ

入力時のものである.この図の例では通し番号第8

番と第9番を第12番の前へ移動させている.移動後の

序列を図の下段に示す.表の最下行にあるR-N0.

の項はデｰタ入力時の通し番号で移動後どの対応が読

める.

b)試料の削除

試料の削除は削るべき試料の通し番号範囲を指定し

て行う.もし削除する試料が飛び飛びにあるときは

通し番号の高い方の組から順に行うのカミコツである.

プログラムでは削除操作も移動と同様な考え方で行っ

ている.いま第Xf番から第Xt番までの試料を削除す

る場合を想定するとこれらをデｰタの末尾へ移動し

削除する個数N･(=Xt-Xf+1)を試料現在数Sから差し

引く.この方法によると試料移動用の行程(第3図)

が利用できる.試料削除の場合は移動先をプログラム

ε89日Edd21:INPUT1'Sεriξ1:戸rom〔,]T1コ!:,ユ.

『1o)暑･To''(εnd(日■與,日)).㌧星ヂ,Xt,X,

690②IFXfく1TI-IENEdd

69181F(Xデ〉Xt)1〕R(:くr<;×5)月トIl〕1=…く皇く;耗t)

THEトlEdd21

ξ92日Il=X“〉S仁1=1)TI･1ENX午=S〔(1)

693⑤IF択t〉S仁(1)THENXt;S仁(1)

69491FX昌<1TトIEHXs=1

695②I戸X量〉S仁(1)THEト■Xs=6仁(1)十1

69δ②PRIHTI･mo)信工1a一君:Froπ1=1･;葦くデ;11To=1I;;幻;

1･moψ暑一To=I';X星

69アO〔OSuBEdd9

698②PRINT'1nOゾEEN】〕1･

7220Edd9:IFXヂ<XsTI･lEト1EddS2

723②Y“国X昌

724②Yt3Xゲ.1

7250Y昌=Xt+1

726②〔OTOEdd93

7270Edd92:Y↑=Xヂ

7280Y一:Xt

7296Y昌=Xs

7309Edd93;〔OSuBEdd9易匂

?31②N■o=N0;Yt･Yf+1

732⑤N宝②

73301Fト16〉Colm色xTH巨HHO;Co1m邑x

7340Edd931:N昌N+N0

7350工FN〉NtoTHENN6=ト1to一ト1+N日

73ε②FORJ=1TON0

737②Bε(J)=N(Yヂ十J-1)

738②ト1EXTJ

739②1=ORJ;Yf†OY5･N6-1

746②N(J)一ト1(J+N日)

7410NEX了J

742②FORJ=1TON②

7430N(Y昌･N6+J-1)=B暑(J)

744日NEXTJ

74581FN<ト11=oTトII…トlEdd931

74ξ6Edd935:〔OS1｣BEdd9日1

ア47⑰REτuRN

74ミOEdd9日回:】〕】=SPI･凹邑it£or昌側hi1量.'1

749日RETURN

75回OI≡dd9回1:嗜EEP

7510阯籏IT2日9

752日BEEP

7536RETl｣Rト1

第3図試料の移動を行うプログラムのリストｰ

試料の移動が高い通し番号の方向に行われる

かどうかは第7220行で判定し状況により変数Yf

YtYsの値を定める(第7230行から第7290行).

移動操作の主要部は第7310行から第7基50行で

ある.

図の中で配列Sc(1)は本文の試料現在数Sに

対応する｡

に

���

と書いておけぱよい.そのプログラムリストを第5図

に示す.

試料の削除を行ったデｰタをテｰプにレコｰドすれば

削除の操作は完了である.ただレその場合でも計算機

の中にある配列Nの第S+1列以降には値が残っている

ので必要なら試料現在数を手動操作で変更することに

よりデｰタ復活の道は残されている.しかしこのよ

うな削除の方法は必ずしも最善でないことカミ検討の結

果わかって来た｡この問題についてはあとで述べよう.
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筍冒{且1Hl〕.Frl〕τ`■;

3.成分の追加と削

Fr!コ1:唇昌盲二.工1旦t冒=､ア.言量IJI:1ヒ;〔HI昌H工Tl≡:uト

除

]=1且t且:Fi1旨;㍗月牌遣N昌m冒=廿日阿u賃HI門目1;長目H工TET三斗二1旨昌H艮

試料に関する編集作業は;㌶1冒:｢;ニニ:=､事豊二隻､帥｡暮賄〔;;篶;量二､量

目常的と言えるのに対して

成分に関する作業はデｰタ

の改造とでも言うべき趣がε削巾19i日Hは

Ho.75目玉3垣盲ア斗量エア国1三1“1i薗S目Tl;

ある.したカミって使用頻C沸㍗I:■!≡;阯｡旧1;､､､仙帥僻｣..榊E葺.王舳!:=一コ良工I..〔:1〕舳

引1〕2F1.吉日7言.2工7ヨ.日7斗冒.4盲斗盲.75

度は比較的少ないけれどもTi口2､軸.脈.舶.蜆.舶

R1量口315.盲;liヰ.違暮ユ2.昌eユ三.邊ヨ5雪

化学分析成分の追加カミ行わF旨帥3.i1.2斗一1斗

れる場合をはじめ従来の高言筍～1言書1夏睾1葺享11鶉三1二;

デｰタに項目を付け加える帖口.柵'肺'帥12I肺ユ日'斗3

1:身｡.虜9.工1.目;∋.臼斗

必要カミ生じることも少たくH刮量･師ヨ･胆･鵬一1斗･胴1

府21〕斗.ア2.昌i､…暗

ない.これとは反対にP獅一1宣一舶｡肌

H2〔1+ユ.Fi

ほかのデｰタとの整合性なH如一.肺.1斗､蝸.ユ目

1コth冒r昌.工2.1斗..

どの関係で一部の成分を削丁帥且1ら;1基ユ醐.蘭エ脳一酬岬､肺閑.門柵垣､加

ってファイルを作り直す必

要も生じる.これらの作R-H竈'7昌1壇1112

葉も簡単に行えるように崇工I刮旦=柵仙∋Hn1目朋舳工TE卵榊2

このシステムには成分の追

加･削除の行程が付けられ帖ユ､彦咄昌:戸､｡､.､｡T｡｡H｡､,冒.丁｡､12

i.11]十.■IEEN工1

ている.以下これらにっ葛冒戸i君H{｡.印｡､､昌丁｡､ユ2

いて述べよう.

Prlコ竈居量;:工1ξ‡冒=一7.三皇.Job=〔:H工1≡;H工丁筍UHE則昼

帖t包:Fi1峠'歩1訓旧;㍗R舳暮舳畑1;吊舳工TET岬冒=服

a)成分の追加Fi1首:仁陀刮冒=同朋珊妄:首1二!コ･1ゴ昌

5旦岬1言:軌咋昌1ヨ陥}1=舶む1:1皿1}〕言;1ヨ

成分を追加する操作の流

山＼

れ図は第1図に示してあ

る.手順はっぎのとおり巷暑h昌1､ヨgエ蟹iエ

である･まず…に現豊:1芦下i清竃㍗円一､､眉...肌榊;､,コ暮;言言11㍗月､､｡､.臓｡､､冒,榊7

デｰタの成分番号と成分名手;震7ユ1鴛1;;斗皇:誼門1郎7言1詰斗;1;竃

のリストが表示されるのでR1～一コ:ヨユ5･盲:ヨユ三ユ言･=…;…土星･1∋冒

F冒三1]3.三尋.1斗.1i

追加成分の挿入箇所を成分F骨02･5斗1･刑･君斗

巾1rl口､蝸.岬､別

番号範囲で指定する.い帖■〕･珊.=ヨエ1量.肺.螂i目､斗=ヨ

じ且1〕.u.胴

ま成分番号第J播から第J･N刮〕.舶､1斗.糾

胆1二1.;≡11

番の位置に成分を追加するF21:旧,i量一日1

H呈1=1+士1アユ

と仮定しよう.この指定H21=■一.1斗.ユB､肺.1與

をすると現デｰタの第J･番舳舳･1斗･12

Tlコt且11筍量.目5官冒.下暑i臼蟹.垣斗1自国.

以降の成分は第J･斗1番以

降にさカミる.もし成分数R-ll｡.ユ目1｣エ三

よりも大きい番号をJ｡に与壬エは帖:榊=u量H川目I;榊エTE

えると追加成分は現デｰ第4図試料移動の実例

タの末尾に付け加えられる.第2図での移動操作の実例.上段はデｰタ入力時の序列.その通し番号第8

これらの指定により成分名番から第g番までを第12番の前へ移動したものを下襲に示す･

デｰタ入力時の通し番号との関係はR-No一の値から読み取れる.

ファイルおよびデｰタファ

イル内に空席が作られる.そこで使用者は前々回に(吉井1983｡).追加成分値の入力および表カミできるよう

ご説明した成分名の登録と同じ要領で成分名を入力するに数値の小数点以下の表示けた数もここで入力しておく.
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ア②78

7日85

?回9②

7蝸⑤

利胴

洲2匂

ア!3⑤

ヴ"6

'?旧8

?亘ε②

利ア⑰

η88

'η9⑤

72日⑤

εdd?;!NPU1'齪Sξ`^…ξ1;Fro閉に,】丁⑪

(E肺dく⑤,a))㌦x㌦×τ

工Fx8〈1丁Hl…NEdd

工FXド〉X㌻THEH7⑤ア6

-FXr〉Sζ(1)THεNX“3S仁(ユ)

工戸X､〉Sζ(1)THEHX､=SI:く旦)

P侵互NTER!s8

PR川下與映1則ε⑰前3:Fr⑪昨｡;xギ;

oTo2o;Xτ

亘NP･』丁固辺ε1¢一雪OIく?(Y,N).㌧Z塔

昨Z多く〉鵯Yo洲ENεdd7

x5困sζ(旦)φ1

COSu8εdd92.

S((!)靱S`(1)･Nτo

月一9g‡画顯D匿L･.

P侵亘NT1.乃E｣ETEl…N皿･1

第5図試料の削除を行うプログラムのリスト

削除も移動の特殊な例という考えに立ち移動

先Xsを試料数十1番に指定し(第7160行)

以下は第3図第7270行以下のサフルｰチンヘ飛

ぶ.

最後に試料現在数を減らす(第7工80行).

.二.成分の迫力只が終るとデｰタタイプの判定が行われ

二書き変えられた成分名･分子量(水質分析用デｰタでは分

子量÷原子価)の表カミ印刷される･追加成分の値はこ

の段階では“数値なし"(9E63)になっているので数

値の入力はデｰタ訂正の行程で行う.

成分の追加を行った場合そのデｰタをレコｰドする

と1試料当たりのレロｰド長が不足してエラｰが発生す

る場合カミある･最近のプログラムでは3成分まで増設

しても受け入れるようにレコｰド長にゆとりがもたせ

てある｡しかしもしレコｰド長カミ不足となった場合

��

配列名(行数,列数)列番号=成分番号→

�㌴

行111121314

D(3'4)香221222324

万'

↓33ユ3233.34

は手動操作によってデｰタファイルを作り直す必要が

･ある.レコｰド長の不足が予測される場合にはあら

かじめデｰタ用ファイルを作るプログラムによって別の

テｰプにファイノレを作っておくとよい.

つぎに成分の追加を行うプログラムについて述べよ

う･成分数の増加に伴ってつぎに示す配列の規模をふ

やさねば荏らない.

噸鴛$/､次元配列)

小数位けた数表示用Rd｣

化学分析値等数値用D(二次元配列)

配列規模の変更にはYHP-9845丁計算機にあるREDIM

ξいうコマンドを使う.配列規模が拡大されたところ

で配列内容の移動を行って追加成分用の空席を作る.

配列の衣かでNc$,W1,Rdは一次元配列だから操作は

簡単に行われる.しかし問題は二次元配列Dに対する

列数の追加操作である･すなわち配列要素とメモリｰ

の番地との関係は配列の行要素に対して番地カミｰ連番

号になっている一したカミって配列の行数(=試料数)

を増減させることはREDIM文で実行できこのシス

テムでは頻繁に使われている(吉井1981).しかし列数

の増減を直接REDIM文で行うと行要素と列要素の

関係が乱されて.その配列内のデｰタが破壊されてしま

う.そこで配列DをREDIM文によって一度一次

元配列に変換する･その際に列数の増加分X(=X､一

��

����

出血畔±

､

＼

123.4き＼67

��������㈱

＼＼＼:･＼､艶哩序

8分〕バｰ1J21314工5工6,17工8

㈲㈳�㈩�㌩㈴㌱㌲㌳㌴�

��

12茎456

1亘121314

���㈲�㈲�㈴

3･313233.34

第6図成分の追加操作の説明

(･)成分数の追加は二次元配列の列数追加と同義である.数値は配列Dに入れられている.

簡単な例として3試料4成分のデｰタの第3成分と第4成分の間に2成分追加する場合を考える.

(b)配列Dを一次元聖別に変換し数値カミ増加する(2x3=6)分だけ列数を拡大する.

配列Dの列番号の高い方から遡頂に配列内の数値の移動を行い室席を作る.

←)(9鵠D総鰐分の二次元配列に変える･新し/できた第･成分から第･成分のデｰ列ま“数値なし･

地質ニュｰス352号�
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X｡十1)も考慮してつぎのようた操作をする.

��������

ここにSはREDIM文実行前のDの行数Cは列数(成

分勤である･つぎに配列D内の数値を移動し追加

成分の値を入れる空席を作る.そして再びREDIMを

行って配列Dを二次元配列に戻す.このとき毛の列数

は追加成分数だけ増加している･この手順を第6図に

示す.

ではこの操作にっいてもう少し詳しく述べよう.

なおこの手法は計算機がデｰタの配列機能をもたなか

った時代に一連のレジスタ番号と二次元配列要素との

関係付けを行うためのもので今回はその応用である

(吉井1977).

まず二次元配列とそれを一次元配列に変換した場合

の配列要素の関係を考えてみる･二次元配列の第I行

J列の要素とそれに対応する一次元配列の要素の列番号

Yとの関係は

������

また追加する成分番号の初値をJ･終値をJ･成分数を

Xとすると

堽��漫�

だから一次元配列Dに追加成分用の空席を作るには

��夫��������

という移動操作を列番号Jの高い方から逆順に行う.

成分名用配列Nc$分子量用配列W1数値の小数位

けた数表示用配列RdもREDIM文で列数を増したあと

��������

�������

剤���剤��

での操作を行う･この行程のプログラムリストを第7

図に示す｡これらの操作のあとで配列DをREDIM文

によって列数を拡大して新しい二次元配列に変換する.

その上で追加成分用の余席に対して配列Dでは9E63

の値配列Nc$では“P"の文字配列W1と配列Rdに

は1の値をそれぞれ漸定的に入力する･このあと追加

成分名の登録をする行程へ進む.

d)成分の削除

成分の削除は情報を減らす方向の操作なので成

分の追加に比べると手棒きは簡単である(第1図).使
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第7図成分の追加を行うプログラムのリスト

配列Dを一次元配列に変える操作は第8270行で行

っている･配列D内での数値の移動は第8300行か

ら第8360行で行い引き続いて成分名･分子量など関

連する配列の規模を第8370行から第8410行で拡大す

る.

リスト中で配列Sc(4)は本文の成分数Cに対応す

る･変数Ndの値は9E63である･それ以外の変

数については説明を省略する.,�
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第8図

(･)
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成分の削除操作の説明

3試料6成分のデｰタのうち第2成分から第4成分までを削る場合を考える.

二次元配列を一次元配列に変換し列番号の若い方から順に移動操作を行い席を詰める.

再び二次元配列に戻しその規模を3試料3成分に縮小する.
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第9図成分の削除を行うプログラムのリスト

成分を削除する場合は情報を減らす方向の操作

なので成分の追加(第7図)に比べてプログラム

も簡素になる.

用者はCRTに表示される成分番号･成分名リストを見

て削除すべき成分番号の範囲を指定するだけでよい.

プログラムは成分の追加と同様な考え方をする.

成分数削除の手順を第8図に示す･配列D内のデｰタ

の移動は行番号の若い方から順算で行われる･この行

程のプログラムリストを第9図に掲げる･

成分数の加除に関する操作の実例を第10図に示す.

この図は第4図上段のデｰタからA1.O｡など7成分を削

り新たにX,Y,Zの3成分を追加したものである.

元のデｰタ(第4図)はデｰタタイプカミNR(ノノレム計算

用)であったカミ成分の変更でノルム計算に必要な成分

カミ失われたのでデｰタタイプはCG(一般用)に格下げP

となった.

4.方式の問題点

以上述べてきたように試料の移動･削除の操作はデ

ｰタそのものには手を付けず試料の順序を示す補助的

な配列Nの内容だけを移動して迅速に行うものである.

これに対して成分の加除は二次元配列Dを一次元配列

に一時変換するものの配列D内でデｰタの移動操作を

実行している.このように試料に関する操作と成分に

関する操作では方法が異っている､

ここでひとつ問題が生じ･る･それは試料数の削除を

行ったときである･試料の削除を実行したあとの試料

数をSとすると配列Dの第1行から第S行までの区間

地質ニュｰス352号�
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ε創叫:l1量:I二1･→･工筥一1帥･量目1二1･lf叫コ呈昌iユ

第10図

ε帥i百1ア｡リエ日111三成分の追加削除を行った例

Hl:1･下冒垣宣:ヨ呂盲7斗2工下日1三問ユ百5RTI:

c口d旨■1I…一一.ヤ1=1昌岬pL...冊E三=..I舶1冊E員こ､コR1.:,コ戸=エ..､原デｰタは第2図上段に示

F工一朗門.帥砧｡量1相.帖帖Iアコすものと同じである.この

T,1=1艘･柵.岬.砧.則的

旧｡一口.舶.岬1日7.目､….日,∋中からA1.0畠,Fe.O｡,EeO,

同1コ1〕一柵.肺一:ヨ1エ三.陥1日.P205,亘里0+,H20一,Others

C邑1〕』･一〇｡肪.的.11.胴

帖則､エ斗の7成分を削り代りにX,

畑〕斗｡F2.昌1.帥Y,Zの3成分を追加した.

肖7.7門

YF.日この変異でデｰタタイプは

Tl｡■t且1明一帖1,肺エｰ:∋貞昌ヨ.ヨ7冒斗､舶舵.舶NRからCGに変った､ま

zア,国蝸=;,蝸目た通し番号第7番と第8番に

は数値を入れてみた.これに

R一ト,1コ･7dう.工日ユ1王星

よりTotalの値も自動的に変

細帥且:Y目舳=;HI岬I;艮舳工TE更された.

には削除操作によって配列Nの第S+1列以降に行番てさらに高度な解析たとえば因子分析などを行う研

号を移されたものも一般には混っている･究も進められプログラムも作られている.その中で

試料のソｰトは計算機に装備されているROMによっ行列演算も多用されるけれどもGEOCAPSで認めてい

て行うのだがその際はあくまでも配列Dの第1行からる“数値なし"のあるデｰタはそれになじまない.

第S行の区間についてソｰトが行われる.するとこのそこでやむなく数値の欠けた試料または成分を削って

区間にある削除されたはずの試料が復活してしまいまファイルを編集し直すことが必要になる.その際には

た逆に配列Dの第S+1行以降にあってその行番号カミ今回述べたデｰタ編集機能カミ十分役立ってくれるだろう.

配列Nの第S番以前に記入されているデｰタは除外されなお'今回ご説明した成分の加除に関する機能は最

るという現象カミ起きる･つまり捨てたはずの試料が出近追加されたものでGEOCAPSのあらましを述べた

現し必要な試料が失われるという事故が発生する･記事(吉井･佐藤1983)の臨点ではまだ書かれていない.

したがって試料の削除を行ったらソｰトを行う前にまた緯度･経度を度および分の値で入出力する仕組も

デｰタをテｰプにレコｰドしただちにテｰプから計算その後付げ加えられた.これらもデｰタ入力用プログ

機に同じデｰタを再入力するという手続きが必要になる･ラムの説明(吉井1983｡,1983b)にはない.このよう

っまりテｰプには削除され校がった正味の試料か入れにプログラムの内容は必要カミ生じる都度に改訂されるの

られるのでこのデｰタを改めてテｰプから計算機へ入で記事の内容が以前に書かれたものと違って首尾一貫

れ直したときにはじめてデｰタの完全な削除ができる･しない場合も起こり得る.この点は何とぞご容赦願い

試料の削除を行い引き続いて成分の加除を行うときたい.

も同様の閣題が生じ一る.この場合には最初に成分の加

除を行いっきに試料の削除を実行すればよい･引用文献

しかしいずれにせよ試料の削除を行ったらテｰプ

吉井守正(1977)卓上型電子計算機によるいくつかの計算例

を介在させてデｰタの入れ直しをしなければならないと

その1配列をもつデｰタの処理.地質ニュｰスno.275,

いうのではプログラムとして上出来とは言えたい.p.16_1g.

この点の改善について目下検討中である.吉井守正(1981)REDIM文を使った配列操作.地質ニュ

ｰスno.318,p.34-37.

吉井守正(1983a)GEOCAPSでのデｰタファイル作成.

5.あとがき地質ニュｰスno.348,p-46-52.

吉井守正(1983b)GEOCAPSでのデｰタの入力とソｰト.

地質ニュｰスno.349,p.58-63.

デｰタ入力用プログラムの諸機能について2回に亘っ

吉井守正･佐藤岱生(1983)改名GEOCAPS

でご説明した､質地ニュｰスno.347,p.57-64.

最近GEOCAPS用に入力されたデｰタをもとにし
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